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上尾駅西口⇒谷津観音⇒女人庚申塔⇒しょうつかの婆さん⇒春日神社⇒

昌福寺⇒十連寺⇒川の大じめ⇒体育館前バス停→バス→上尾駅西口 

かつて人々は現代のような医学に守られず、長寿を願ってさまざまな信仰を

重ねてきました。その民間信仰のいくつかを訪ねてみませんか。 

しょうつかの婆さん 

相頓寺 

出典：国土地理院 

谷津観音 女人庚申塔 

春日神社 昌福寺 十連寺 



（上尾ＨＰより） 

大谷郷コース 
①谷津観音堂：足立坂東観音霊場 26 番札所。安産祈願の観音様と親しまれております。明治５年

(1872)一度廃寺になりましたが、地元の人々により復興、今のお堂は大正８年(1919)の改築と言わ

れております 

・十一面観音立像：市の指定文化財、秘仏とされ十二年に一度、午の年に開帳されます。500 年      

以上前の南北朝時代の作と言われております。 

②女人庚申塔： 庚申の夜、人の体の中にいる三尸（さんし）という虫が天帝の元に上がってその

人の罪悪を報告し、寿命を縮めると考えられていました。人々はそれを防ぐために、庚申の夜には「講」で集ま

って徹夜する「庚申待」と呼ばれる行事を行いました。 

この庚申塔は講中の名が「りん、はつ、こじょ、たま」等、女性の名のみ 11 名記された非常に珍しい塔です。享

保 13 年(1728)11 月建立。 

③しょうつかの婆さん（奪衣婆）：しょうつかはそうずか（葬頭河）がなまったもので三途の

川の意。背中に天和２年(1682)７月とあり、柏座村念仏講八名が施主とあります。民間信仰での

奪衣婆は邪悪なものでなく、疫病避けや咳止め、特に子供の咳止めに効き目があると言われてお

ります。 

 

④春日神社：明治 41 年(1908)５月、上尾町のうち柏座、谷津、春日谷津にあった芝宮社、春日

社、氷川社の三社が合祀して春日神社と称しました。 

・大山講と大山灯籠：柏座地区では、農業の神様である神奈川県伊勢原市の大山阿夫利神社を信

仰する講として石尊講があります。大山灯籠は、7 月 26 日に灯籠立てといって組立式の木製の灯

籠を立て、8 月 17 日の灯籠倒しまでの間、毎晩灯籠に火を灯す行事です。これは「大山阿夫利神

社の山開きの間、お参りに行く人の安全を願うため立てる」そうです。 

⑤昌福寺：大谷山昌福寺、曹洞宗の寺院で戦国時代に創建(1496～1497)された古刹です。 足立新秩父 34 ケ所

霊場の一番札所。 ご本尊は高さ 35cm の釈迦如来坐像、脇侍は約 25cm の文殊菩薩坐像と普賢菩薩坐像の三尊形

式です。本堂の円柱は螺鈿が施されています。寺領 10 石の朱印状が与えられました。 

 境内には十三佛・七福神・弁天立像・不動明王等があります。 

⑥十連寺：干菜山光明院十連寺、浄土宗の寺院で開山応永元年(1394)と云われる古刹です。 

慶長１８年（1613 年）10 月に来寺した徳川家康が命名されたお寺です。寺領 16 石 8 斗の朱印地が

与えられました。 

・板石塔婆群：主に供養塔として使われる石碑の一種です。市指定文化財の板碑は保存状態が良く

装飾に優れています。文安六年（1449）の銘 

柴田七九郎父子の墓、慶安の禁札の高札、徳本念仏塔・十王堂・六地蔵・六地蔵・勝軍地蔵・

庚申塔等、見所豊富です。花の綺麗なお寺です。 

⑦川の大じめ：毎年５月１５日に行われる、旧・川村の行事です。村の入口に大きなしめ

縄をはり、疫病などの災いが村に入ってこないように行うフセギ行事とされています。この

行事は春から夏にかけてのフセギ行事の典型であり、外部からの災いを村境に注連を張って

防ぐという理解しやすい方法を取っています。上尾市域でほかに行われていない貴重な行事

です。周辺地域のフセギ行事には、県東部に分布する蛇縄を掛ける行事と、県西部で行われ

る村境に草履を掛ける行事が知られていますが、川の大じめ行事は、形式的にも位置的にも

中間に位置し、フセギ行事全体を考える上でも重要なものです。 

市文化財板碑 




